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スポーツ 集団の現況と将来

辰 沼 広 士
口

1.いとぐち

2. スポーツ集団の現状

3. 汚察

4. 忠告 諾

1. '"、 と ぐ ち

歴史的には19世紀の貴族階級のスポーツが今世紀に至り大都市を中心に活発なスポ{ツ活動

はめざましく，特に日本においては人間主体性への認識が深まり大衆スポ{ツの隆盛をみるよ

うになった。

乙の事実は大衆スポーツの主な要l及ではあるが，そのあり方は従米のスポ{ツとは多少性格

が異なる。しかしこの大衆スポーツが現在は呉質のものとして批評されているが，将来このも

ののあり方を異質なものとしてのみ巧ーえ放置するととは出来ない。またそれが今日の呈的地大

に対してそのカを高く評価する人もある。もともと大衆から俊秀な少数分子の発見も可能であ

ろうが，社会の抗移という税点から現代スポーツのあり方をとらえる場合，そこに未来への閃

かれた展望をよみとるか，あるいはそこにスポーツの堕落を見出すかという現代のとらえ方の

差異から生じるのである勺

そとでこれらの現実を腹腔義熟大学における牧相の解析を試み，社会一般のそれとの比佼検

討をする。

2. スポーツ集団の現状

明治初期から柔剣道を始め外来スポーツとして野球， tj;艇等:の愛好者からなるスポーツの自

発集団がみられている。!支l忠義塾においても明治25年にこれらの集団は体育会として組織され

た。もちろんその後社会的背景により幾多の迂余曲折はあったにしても延々と今日に及んでい

1る。

ネ 慶磨、義塾犬学件育研究所長・教授
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スポーツ集団の現況と将来

資料の関係上最近10年間の体育会ならびにその他のスポーツ集団の推移を観察しよう(表 1， 

表 2，表 3)。

表 1 体育会部員数

77一生空協ldhlth1tbH長崎|合L1~副長1-1O~ぉi
柔 道 部 46 53 71 85 96 114 127 132 I 

会リ 道 部 74 84 114 i 104 80 90 85 80 98 101 I 

工トJコ 術 部 41 80 82 88 72 71 67 70 91 77 I 

J判ι示，511TlI 艇 部 68 73 66 96 74 85 87 112 93 102 I 

オく 汐ij( 部 40 48 57 56 57 53 48 72 50 65 I 

lli:r 球 部 61 63 69 70 77 105 110 123 127 113 

蹴 球 部 73 71 72 67 55 53 49 55 72 67 

j迂 球 部 67 58 59 67 81 81 101 103 109 100 

{S~ 1点 体 告V! 部 12 13 13 20 18 17 25 31 28 35 

ご>と同~(l 走 部 65 69 70 69 60 57 55 68 76 77 

J応 f荷 部 34 34 26 28 33 23 28 37 40 61 

ホ 、ソ ケ 一 部 23 27 26 26 25 26 26 33 36 38 

談 部 7 8 11 13 16 18 14 18 13 15 i 

L1! 長- 部 10 13 21 19 16 19 39 30 38 42 I 

ソ '，/ カ 一 部 59 62 65 58 50 43 41 48 49 45 

Jーノ，、 ケ 一 ト 部 46 27 35 30 30 32 1!4 47 53 57 

バスケットボール部 52 43 48 42 43 37 59 56 59 59 I 

ス -'- 一 部 24 26 24 19 14 19 25 26 26 I 

ゲニEロ， 子- 部 46 57 71 59 43 66 58 69 88 90 I 

守J 球 部 40 34 41 44 50 39 48 43 59 75 

ヨ ‘ソ ト 部 41 44 39 51 45 36 39 46 53 71 

主J !竪 部 15 17 22 23 20 ! 26 36 30 53 62 I 

I、、 レ 一 オミ - )レ部 18 20 27 20 23 22 26 30 26 34 I 

レ ス ン グ 部 30 28 26 白りU に 22 26 27 24 32 28 I 

ボ ク シ ン グ 部 21 18 19 17 19 23 33 27 33 48 

アメリカン・フットボール部 35 42 46 49 48 46 48 53 60 61 

/、 ン 「 ボ 一 ノレ 部 13 12 17 I 12 16 19 18 31 27 31 

フ コ二 ン 、ノ ン グ 部 25 28 34 31 23 14 14 18 28 30 

4女 式 庭 球 部 50 42 59 54 51 33 54 62 85 97 

ノ可 ド 、、、 ン ン部 39 28 32 34 31 14 24 33 48 50 

自 回j 部 29 27 33 40 48 63 75 82 105 89 

軟 式 野 球 部 19 21 2門t 30 23 20 27 28 42 32 

重 f IItL L 挙 部 23 20 30 33 37 45 44 58 65 55 

航 空 部 30 35 

コ ノレ フ 部 76 

部 員 ノ口=、 |刊2山 51M9i刊4)1，37411， 401]1， 59411， 756! 1，9711 2，0651 
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スポーツ集団の現況と将来

慶庭、義塾大学における記録上体育会はよく記載されているが，一般スポーツ団体はそれ自身

いく多の変遷があるので記録を充分にとることは出来なかった。従って両者を過去10年間につ

いて比較検討することは困難なため，昭和45年度分についてのみ比較すれば，歴史と伝統をも

っ体育会部員は1，402名で，全学生数に対する比較は5.7%であり，一般スポーツ団体のそれは

(医学部，工学部も合めて) 6，783名で， 27.896に達する。 もちろんその数と比率だけでは比絞

は出来ないが，乙の場合その質的内容について比較検討する必要がある。

表 2 その他のスポーツ団体

14514414;年142/ 41 I 40 

度
団 体 名 7重 目

39 ¥ 38 I 37 I 36 

アメリカンフットボーノレ同好会……叶 35
39 

ダックウオークス アメリカンフットボール 20 

エパーグリーンズゴルフクラブ ゴルフ (K・E・G) 78 96 103 80 48 60 

パーディークラブ ゴノレフ (K・B・C) 132 163 151 140 166 146 125 100 71 

パンカーズゴルフ同好会 コツレフ (K・B.G.C) 751 67 

ノfーマーズゴノレフクラブ コツレフ (パーマーズ)

イーグノシゴルブクラブ ゴjレフ 25 

サイクノレ部 K.C・1• C 40! 461 59 51 47 35 30 34 

アンテロフ。スサッカーズクラブ サッカー (A・F・じ) 60! 521 20 

窪庭、キッカーズ サッカー 100 117 105 66 44 52 58 70 

桐友会 サッカー 26 25 

アルペンクラブ 山岳 (K・u・A ・C) 26 25 30 54 

アJレJミンフェライン d~-[Í} (K. A. V) 16i 18 22 20: 14 12! 16 18 

呂閥会 山岳 (K・G・C) 25 27 22 161 14 231 231 23 10 

憂慮クライマーズクラブ 山岳 (K• C・C) 131 11 20 

三嶺会 山岳 (K3) 20 14 15 40: 46 42 

ワンダーフォーゲルー 山岳 150 2961 190 372 

ユースホステノレクラフ 山岳 130! 200 1531 1 190 1101 

K.C山の会 山岳 63 

ハイキジグクラブ 山岳 (K• H • C) 1141 104 931 86 821 87 

慶応ラスカノレズカークラブ 自動車 (K・R・C・C) 27 40 33 

ローヤJレ自動車同好会 自動車

自動卒旅行会 自動車 27 

自動卒研究会 自動卒 631 50 39 30 

オーツリングクラブ 自動車 28 

水水上泳同ス好キ会ー 水泳タ(K・s・A) 41 33 
モーーボート 15 43 

モーターボートクフラプ (K・w・s・C)C 
クルージングクラ ヨット (K・c・ ) 55 50 68 46 34 47 54 32 

慶庭義塾逗菜ヨットクラブ ヨット (K.Z.S.C) 75 66 75 89 68 71 77 

アノレノマドスヨットクラブ ヨット (A・L.B.A) 25 

デイモンズクラブ スキー 36 43 56 43 55 41 67 

エJレモスキークラブ スキー (E・s・C) 112 104 113 100 81 82 86 47 

ゴプリンスキークラブ スキー 52 45 53 55 51 

慶慮義塾スキー愛好会 スキー (K• S • A) 96 100 90 80 83 81 70 

(次ページへつづく)
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スポーツ集団の現況と将来

団 体 名 種 自 145-' 44 I 43 I 42 I 41 I 40 I 39 I 38 37 36 I 

リーペンスキークラブ スキー (L・S • C) 25 30 31 37 40 60 35 

ショカーノレスキークラブ スキー (C・S・C) 67 75 85 

リーゼンススキークラブ スキー (K・R・S) 40 26 

スキークラブ スキー (K• M・L・C) 10 

グリーンスキークラブ スキー 25 

スポーツ愛好会 各種目 350 350 350 395 376 498 433 415 

卓球部 卓球 (S・L・C) 66 

好会 卓球(K・T ・T ・A) 60 54 

カンローンテニスクラブ庭球ー硬 (A・L • T) 75 65 48 9 

1/ 1/ (K. A・T.A) 117 105 114 

ザーテニスクラブ 1/ I/(K・w・T・C) 99 93 

ノレロイテテニスクラブ 1/ I/(E・L・T.C) 120 106 80 

テニスクラブ 1/ 1/ (エーノレテニス) 77 84 63 

ニスクラブ 1/ // (杏~テニス) 85 80 

硬式庭球部 (慶球会) 50 50 51 

球テニスクラブ 1/ I/(K.K・T・C) 161 140 140 147 120 127 100 85 

サニーテニスクラブ 1/ が (K.S・T・C) 121 121 111 100 75 40 

、ンノレノイーキャノンテニスクラブ 1/ (S • c・B) 125 131 146 142 84 100 

ポーツ愛好会硬式庭球部 1/ 1/ (S.L.C) 144 

フィアテニスクラプ 1/ 11 50 57 35 

〆ノ 1/ (T・L • A) 104 104 124 120 100 70 80 35 

ロニーテニスクラブ 11 ノ〆 (B・T ・C) 90 95 101 63 28 

ユニックステニスクラブ 11 1/ (フェニックス) 62 82 

ニーテニスクラブ 11 1/ (ポニー) 118 113 112 125 1181 122 

|! ングテニスアソシエーション 11 1/ (y. T ・A) 71 55 31 

ウンドリーテニスクラブ 1/ が (K.R・T・C) 64 68 83 

ラリーテニスクラブ 11 1/ 123 120 114 85 

レギ、ュレーションテニスクラブ 1/ 1/ (R・T • C) 66 57 43 37 20 

ローレノレテニスクラブ // 1/ (L. T 0 C) 102 102 95 97 91 

庭球同好会 庭球一軟 (K・T • U) 

コダマテニスクラブ 1/ /ノ 100 

スポーツ愛好会軟式庭球部 11 1/ (S. L・C) 60 

白球会 11 11 104 100 90 90 93 83 21 

ロイヤノレテニスクラブ 11 が (R・T ・C) 78 65 

ピーノfーテニスクラブ 11 1/ 13 

好会 馬術 (K• R・C) 1 591 431 57 

26 

スケットボール同好会 1/ (K・G・B・C) 131 I 
ラプ (K・R.C) I 1/ (K・R • C) 1 451 I 58 105 70 

ードフエロース バドミントン(K.B.F) ベ
ボーノレ同好会 バレーボーノレ(K.V・c)1 48[ 461 50 52 35 

ンドボール同好会 ハンドボール(Gets) 1 221 311 25 

トベアー アイスホッケK- I21312 13 

Kι~\1・ C アイスホッケ一同好会 11 (K・M ・C)1 141 17 

レンジャーズクラブ アイスホッケ- 1 191 211 22 

(次ページへつづo
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スポーツ集団の現況と将来

国 体 名 種 目 l451441431421 41 1 40-1-39 38 137136 

ポプスレークラブ ポブスレー (K・B・C) 21 17 

小林寺拳法会 拳法 35 36 46 70 69 61 40 52 

合気道会 合気道 37 73 67 97 76 115 117 

居合道同好会 居合道 40 42 44 

剣友会 剣道 60 43 

司本拳法部 日本拳法(日拳) 18 18 22 15 25 25 32 28 

ボディーどルクラブ ボディービル(K・B.C) 51 55 90 95 144 154 100 59 

丘の上頃式野球部 野球一硬(丘の上) 20 20 25 27 27 46 40 

ケーニッヒ 11 11 庁(ケーニッヒ) 17 15 18 20 13 20 20 

パトリック 11 /1 (パトリック) 21 25 30 20 26 23 40 

硬式野球部 〆ノ υ(K・L. B) 25 20 49 

硬式野球 11 11 (エマノン) 15 18 21 15 15 

グリーンパーグf.f球クラブ 野球-};グt:r 25 23 25 28 40 
( リ(ーンパー)グ)

軟式野球同好会 1/ I! ケインズ 16 15 15 37 26 30 

軟式腎球同好会 1/ 11 (シャークス) 20 25 25 26 

軟式野球同好会 1/ が(ダンディ) 21 28 32 25 18 

フラミンゴ軟式野琢同好会 1/ 11 (フラミンゴ) 28 30 33 21 

軟式野球同好会 ノノ
1/ (ブリガンズ) 30 33 28 27 

ブルーズアンドレ・ソト‘ /ノ 11 (B&R) 23 11 

軟式野球間好会 11 11 (ブルーバーズ〕 38 41 45 33 32 33 33 

軟式野球愛好会 11 11 (ミッキーズ) 23 33 38 37 

賢官喜、ユニコング車大式野球同好会 // (ユニコング) 31 33 23 42 33 40 251 

軟式野球同好会 ノ/ 11 (ロビンズ) 25 27 

アタックスクラブ ノ/ 万(アタックス) 28 

ノfイレーツクラブ /1 /1 (ノ fイレーツ) 22 38 38 33 

レハーツクラブ 11 1/ ( レパーツ) 21 33 25 45 40 45 51 361 

サンタースクラブ 11 (サンタース) 25 16 

!~~\:弐野球同好会 /ノ /1 (スタップス) 28 22 23 2 円t 20 28 

軟式野球同好会 11 11 (ブッザーズ) 25 

軟式野球同好会 11 (エトワール) 30 19 

軟式野球愛好会 // 〆ノ 30i 28 

軟式野球司好会 // // (パロット) 16 

軟式野球 〆ノ が(K.B・C・L) 210 

.![!k式野球 ，γ // (シッターズ) 20 

J.S.K.Sラク守ピークラブ ラグビー(J.S.K・S) 40 39 42 42 46 60 70 

B.Y.Bラグピークラフ ラグビー (B.Y.B) 31 35 35 37 40 45 52 

陸上司好会 陸上競技 19 30 

スキンダイパーズ 16 9 9 

水上スキークラブ 水上スキK- 19 “F“ 9 36 30 25 37 51 (K . W . S . C) 
ボーリングクラブ ボーリンク' 60 34 41 60 53 50 45 

柔道同好会 柔道 (K. J・D) 110 61 66 

クリケット同好会 クリケット 24 

121団体 45年合計 5，880人
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スポーツ集団の現況と将来

表 3 医学部・工学部スポーツ団体

ー一 全竺一一~I45--1 44-' 43--T 42 I 41 I 40 I 39 I 38 I 37 I 36 
種 日 名

1 バスケットボーノレ 15 16 20 17 28 27 

2 バレーボーノレ 19 17 18 12 20 21 26 

3 馬術 12 9 13 11 14 16 16 

4 柔道 11 13 13 13 14 11 25 

5 空手 21 20 20 15 17 11 

6 弓道 18 17 13 17 8 9 21 
医 7 丸士t氾たニJJヒ二 14 12 12 11 10 14 17 

8 剣道 21 16 15 23 12 8 

9 サッカー 19 17 12 9 13 13 27 

10 山岳 11 11 11 8 8 9 17 

，主ず主fー， 11 スキー 27 26 15 13 5 。戸
12 アイススケート 14 16 7 6 4 9 24 

13 水泳 31 25 32 19 20 17 22 

14 卓球 20 15 27 27 25 24 30 

15 軟式庭球 49 42 34 30 21 32 59 

部 16 硬式庭球 45 65 50 47 42 42 57 

17 端艇 21 16 21 29 20 30 33 

18 野球(硬式) 23 21 19 22 20 22 

19 ゴノレフ|司好会. 27 15 19 12 17 14 

20 軟式野球

部員 合計

1 合気道会 15 17 21 21 15 

2 ノぜスケットボール 13 22 25 23 16 20 48 

3 ノぜレーボール 18 16 18 21 30 30 25 

4 コノレフ 38 39 39 35 30 30 30 

5 柔道 20 25 20 21 40 40 30 

6 剣道 33 25 26 20 

工 7 ラグビープットボー jレ 26 27 25 25 29 35 58 

8 サッカー 49 30 30 26 20 25 28 38 

9 山岳 14 13 17 21 17 18 20 22 

10 スキー 20 9 21 32 16 15 32 

11 水泳 20 19 20 30 46 50 35 
ザ悼ιー 12 卓球 30 40 30 30 25 20 35 39 

13 軟式庭球 57 51 35 48 42 50 50 

14 硬式庭球 60 70 100 80 100 100 70 

15 端艇 20 14 21 18 28 23 18 30 

16 野球(硬式) 12 15 25 26 20 27 22 27 
部

17 軟式野球 15 26 22 38 38 30 

18 ヨット 25 20 21 20 

19 重量挙 20 20 21 11 

20 空手 19 15 110 28 

21 小林寺挙法 15 731 16 14 

部員合計 付叫
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スポーツ集団の現況と将来

表 4 日本体育協会加盟団体

団 体 名 体協加盟日 創立年月日 再国際加述盟入

日本陸上競技連盟 大14.3.23 大14.2. 2 1950. 8.23 

日本水泳連盟 1/ 1/ 13. 10.31 1949. 6.15 

白本蹴球協会 大14.3.24 1/ 10. 9.10 1950. 9.23 

財団法人全日本スキー連盟 1/ 1114. 2.15 1951. 5.27 

日本庭球協会 〆/ が 11.3. 11 1950. 7.12 

ヨ本漕艇協会 11 11 9. 6. 1 1951. 8.22 

日本ホッケー協会 ノノ 1112. 2.18 1950. 11. 3 

日本アマチュアボクシング連盟 昭 2.5.24 1114.7.10 1950.10.31 

日本バレーボール協会 11 2. 10. 29 昭 2.7.21 1951. 9. 18 

日本体操協会 11 5. 10. 1 11 5. 4. 12 1950. 8.18 

日本パスケ ''J トボーノレ協会 11 5. 12. 2 11 5. 9.20 1950. 8.25 

日本スケート連盟 ゲ 6.4.10 庁 6.4.10 1950. 8. 18 

日本アマチュアレスリング協会 1/ 10. 5. 20 11 6. 4.18 1949. 7. 2 

日本ヨット協会 11 1/ 7. 10. 11 1951.11. 8 

日本ウエイトリフティング協会 11 13. 5.3] 11 11. 5.31 1950.10 

日本コ。ルフ協会 '1 大13.10. 17 

日本ハンドポール協会 1/ H日13.2. 2 1950. 9. 

日本アマチュア自転車競技連盟 1/ 庁 9.12.12 1949. 7. 2 

日本軟式庭球連盟 11 3. 4. 7 // 3. 5. 1949. 7. 2 

日本卓球協会 1/21. 9. 5 11 6. 7.15 1946. 2. 

財団法人日本軟式野球連盟 1/ が 21. 8.26 

日本相撲連出 1121. 10. 19 //21. 1. 1 

社団法人日本馬術連EZ 11 23. 5. 5 が 23.5. 5 1951. 11. 15 

日本柔道連盟 が 24.10.26 1/24. 5. 5 1952. 8.30 

日本ソフトボール協会 1/ 24. 11. 24 1/24. 3.31 1951. 10. 15 

日本フェンシング協会 が 24.12.26 1/ 21. 8. 1 1951. 4. 6 

旦本バドミントン協会 1124.12.21 1/21. 8. 7 1952. 3. 

財団法人日本弓道連盟 が 25.8. 2 が 24.6.22 

日本ク Lィー射撃協会 1/33. 2. 6 1/28. 1. 30 1951. 2. 14 

日本ライフノレ射掌協会 1/ 1/33. 1. 30 1958. 1. 1 

日本スポーツ芸F17f話会 が 29.6. 17 1/29. 4.13 

全日本剣道連盟 1/ 1/29.10. 14 

日本近代五種競技述合 が 30.12.2G 1/30. 2.22 1955.10.27 

財団法人日本ラグビーフットボール協会 1131. 6.19 グ 2.4.23 

ヨ本山岳協会 1/35. 4. 1 が 35.4. 2 
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スポーツ集団の現況と将来

表 5 その他の全国的な団体

団 体 の 名 称

① 盟総合
財団法人日本体育協会 全日本実業団体育連盟

全日本高等学校体育連盟 日本志道会

全日本中学校体育連盟 財団法人日本レクリエーション協会

日本女子体育指導者連盟

オリンピック組織委員会 全日本高等学校野球連日i

日ノ本本団入学法ア生陸リ上競技連盟
日本産業野球連合会

財協日 メ カンフットボール 財団法人日本海洋会
② そ

人日本航空協会 財団法人日本弓道会

他の 財団法人日本学生航空連山 財団法人講道館

の 学生航空述盟 日本サイクリング協会

体団 日本グライダ競技連f，fl 全日本学生ワンダーフォーケツレ述~~Î.

財団法人日本空手協会 全日本剣道連盟

全日本なぎなた連盟 日本フォークダンス連盟

t 財企日本団臼木社法会大人学人日野本野球協会
全国職場体育主管者会議

学生野球協会 全国体育指導委員協議会

球速~ri{l

一方，一般社会については最近の趨勢から国家でもまた日本体育協会でも，とくに社会体育

として具体的に計画，実施の方向にある。もちろん地方自治体の協力は必要不可欠であるが，

それ以前に社会的背景は直接に多くの影響を与えている。

明治時代のスポーツは主として学生，生徒のあいだで行なわれていたので，学校方面の協力

を求めて明治44年始めて組織として誕生したのが大日本体育協会であって，今日では大衆スポ

ーツの基盤により，その種目団体数は34に及び，それらの傘下には各県ごとに極めて多くの団

体を擁している(表 4)。その他全国総合団体として30有余あり(表 5)，附加の一途をたどって

いると同時に，その内容は社会体育としての性格が強くみられる。

また学生の一般スポーツ愛好者との関連も深くなってきている乙とは，将来の日本の政治的

展望と合わせて考えるべきである。

3. 考 察

これらの歴史と現実をみるとき，始めに一般的にスポーツ集団の発生機転について考えてみ

ょう。

世にしばしば用いられる言葉で同好の士が相集まると言われているが，試みにスポーツ集団

の部員に関する性格調査の成績からしても，主として循環気質が多く明朗性や社会性を認める

乙とが出来るが，また神経質的傾向がかなり目立っているという特質もあるo もちろん性格の
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問題であるから一律的なものではなく偏差もあり細部にはいくつかの特徴を持つものであって

おそらく好みに応じてスポーツ種目を選択しその目標に向かつて方向づけられ相集まっていく

つかの集団が形成されるのであろう。この目標は具体的には個人によりそれぞれ異なるはずで

あるが，より高度な技術的修得であり，またそれが動機となる場合が多い。

しかしその集団が長く続くためには平等条件のもとで部員が相互に交際すればするほど，そ

の人々の価値と規範をますます共有する 1 川こなり相互に類似してくるo 要するにこの自由に

形成された集団は共有された価値と共有された接触、に基づくものであるの従って外見上は高度

技術によって動機づけられ内部では相互的価値がこれを支えているのであるn

この相互的価値は性路上同質のものが多く，異質のものは相互的価値を感じないために脱落

する。

人と人との相互作用は好意の感情を生むものであり，それは新しい活動で表現される。そω

活動がまた次の相互作用をもつものであり，それが頻繁であればあるほど相互作用は強化され

る。

このような集団の発生機転は古くからあることであり現在もまたそうである今そして現在は

長い伝統を持った価値と規範を強く共有する集団と新しい自由な集団が混在しでいるが，それ

らの発生機転はおそらく同じであろう。

しかし，現在の断面でこれらを比較するとき前者は高度の技術をもっ外殻とその中核は強障

な主体的人間集団であり，後者は比較的に低度な技術またはかたよった技術をもっ外殻とそω

lt;肢はいわゆる自由性の人間集団である司

いずれにしても技術外殻を経ることなしには中核である人間集凶には人り得ないのである門

自由を求めて中肢を直接に求める場合，すなわち人間が個性的になればなるほど自分がどう

いう存在であるかを知ることが難しくなるo F~I 我そのものにまとまりをつける人間の能力が行

きづまってくるo これが現代の大衆スポーツのたどる運命であろう。従ってこの大衆スポーツ

の主体性が与えられることが一つの目標となろう。

板端にfI

らの一[休本化は2基i主S本的に囚難であり，共通に言えることは個性を生かすことであるならば，極め

て多くの集団が発!-ti-ることは至当である今

一般的に価値観や生活殺式の点で急迷に細分化している社会は，かつての一体化された社会

機構に対して疑いをもち，もう一皮構成しなおすためにはまったく新しい法磁をもつべきだと

している。そしてそのために多くの焦限にわずらわされるが，われわれはまだ乙の基礎を見出

してはいない。それよりももっと難しい倒人の一体化という問題にぶつかることになる。それ

は環境としての生活様式が複雑細分化すれば自我そのものにまとまりをつけるととがむずかし
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¥なる。

もともと主体性は生機的に社会的相互作用から出発する機能であるから，自我のあり方には

数多くの可能性があるが，その多様性と選択性と自由とを求めてただ俳個することだけで伺人

の一体化には容易に到達し得ない状態にある。すなわち過剰選択がひき起こす問題が激しくな

ってくると，主体性を探し求めるのは大衆に選択性が之しいからではなく選択の機会が多すぎ

て，しかも複雑であるからである。逆に日本の戦時中の組織をみるに，その渦中にあるものは

社会的に自我の確立に多くの時間を費して耽けることなくみずから主体性の決定に強いられ結

果的にはむしろ大衆はこれに適応してゆくのである内社会が新しい文化のレベソレに達すると，

必ず個性化の傾向に対して新しい機会をもたらし，ますます多種多様になる人間の型を多く容

易に抱擁する方向に向かつてゆく。これは歴史的に一つの自我を問題としているのではなく連

続した自我の変化様相である。しかしこの環境の変化に適応出来るものは基本的にはイドと基

本的性格がこれを解決する主体性のよりどころであろう。自由な個性的集団の中で主体を求め

る困難さに遭遇して白らを発見する過程がいわゆるクラブ組織の教育的日終となる。

もちろんこれらの変動期にある青年は混成的な自己を形づくっている種々さまざまな自己で

あり，これらの自己相互の問には変遷が恒常的に見られるから当然集団自身が変化しでも不思

議ではない。そしてそれを認めて見まもらなければならなし1。しかし現時点ではこの集団は自

発的集団でなければならぬと同時に，その集団の価値判断により目標転位を詐さなければなら

ない。要するに現在の断面は歴史をもった集団と新しい自由集団との混在的状態であるが，こ

の新しい集団も時間の推移とともに歴史をもち，同時に自由の中から伝統を持つようになるで

あろう。

4. 結 五日

1) 学内における歴史と伝統をもっスポーツ集団と，数多くのいわゆるクラブ集団，更に社

会における高度なオリンピヅク等を対象とする集団と大衆スポーツの二重構造について社会的

背景を考えざるを得.ないが，現実がそうなのであるから，そこに多くの矛盾があってもその実

惑を認めなければならない。

2) 既存の集団に新たに加わろうとする部員が多ければ，そのような新入部員の参加に対し

て集団の抵抗が大きくなる。新入部員が少なければ強化するという意味で歓迎きれるが，多け

れば既存の集団の内部に分裂が起きる原因となる。一集団が膨化するときはそとにある統制と

いう組織が成立するのは必然であり，そこに規範が強ければ強いほど，また接触頻度が高けれ

ば高いほどその相互影響は強くなり，新しい方向に進む核心が発生するが，一方これから脱落
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する部員も出てくるはずであるの

iJとって集団の}W3化は統制と脱落がおこるから，むしろスポーツ集団の本質を考えると自然発

生的に存立するほうが質-的に合理的であり安定性がある。

3) 一集団が二分し，また二集団が一体化することもあるはずであるが，それは自由であっ

て部員の個性に主体を置くときは組織による統制にこだわる必要はなくなるo 社会が複雑で異

質的であればあるほど団体数は多くなるのが当然である今そしてそれぞれの団体にそれぞれの

目標と価値の設定があり個性的集団として存在するo

4) 一般的には自発集団がひとたび集結されると，そこに歴史と伝統が発生し部員が増大す

るにつれて構造はさらに小さな異なった機能をもっ下位集団へと分裂し，少なくとも部分的に

は当初の目標からそれようとする傾向をもっ場合もある。しかし乙の目標転位は主として手段

としての技術的外殻の場合が多く，もし伝統が強ければこれに適応しようとする勤きも出る場

合があるが，それはこの集団の伝統的価値によるものであろう。

5) 部員の自我並びに主体性は恒常的なものではなく時間の推移とともに変化するものであ

るから，集団はその部員の基本的イドとそして遺伝的性格の相引的基盤のもとで一定の歴史が

存在すれば多種類の自我を含むことも理論的には可能であろう。

従って現在はこの歴史を持つ集団と新しい集団の混在時期であるが，時代の進展によりこω

新しい集団もまた歴史と伝統を形成する運命にあるから，将来は同質のスポーツ集団が数多く

同時に存在することになるであろう。

6) 新しい集団も基本的には同質の自然発生集団であるからその‘将来像を;考えるとき意識的

にこれを積極的に援助する必要はあるが，その指導に深く立ち入ることは基本的に矛盾がある

であろう。
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